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１ はじめに 

ここ数年、インターネットによる証券取引が

一般的になってきた。それによって日本の個人

投資家の数が増加してきている。インターネッ

ト取引の手軽さから、一日に何度も取引し売買

利益をあげるデイトレードという方法なども可

能になってきた。東京証券取引所での一日の取

引件数も増加の一途であり、株式市場に対する

メディアや世間の関心も高まっている。それに

伴って、株価の動向をコンピュータで予測しよ

うという試みが盛んになされている。例えば最

近ではスーパーカブロボ大会というコンテスト

で投資方針や売買アルゴリズムを競わせ、優秀

なアルゴリズムには実際に 5億円を運用させる

というようなことが行われている[1]。本研究で

は変化する市場動向に適応するため、GPを用い

た売買ルール生成を提案し、日経平均採用銘柄

の過去データについて実際に運用することによ

ってその有効性を示す。 

２ システムトレード 

 システムトレードとは、売買ルールやロスカ

ットルール、またそれにそぐわない『ダマシ』

と呼ばれる状況を回避するためのフィルターな

どにより構成される、感情の影響を排した機械

的なトレードである。近年では、売買ルールを

記述したプログラムをコンピュータに実行させ、

その指示にもとづいて売買することが多くなっ

ている[2]。日本でシステムトレード環境として

有名なものには、楽天証券のリアルタイムスプ

レッドシート[3]と Excelを組み合わせたものが

あり数多くの人に利用されている。 

 売買ルールには、プログラムになじみやすい

テクニカル分析手法を複数組み合わせたものが

用いられることが多く、リスク限定のためのロ

スカットルールもよく用いられる。 

 システムトレードでは一度構築したシステム

が恒久的に使えるわけではなく、変化する市場

動向にあわせて調整を行っていく必要がある。 

 

 

 

 

３ 提案手法 

 提案手法では、テクニカル手法の考え方であ

る抵抗線、支持線を参考にして売買ルールを生

成した[4]。これらはテクニカル手法のボリンジ

ャーバンドやエンベロープなどに取り入れられ

ている考え方で、移動平均線から一定の乖離度

や標準偏差分離れたところに線を引きそれに近

づくと、適正価格から乖離しすぎたために反落

もしくは反発すると予測するものである[5]。 

 本実験では次に述べるような問題設定で、日

経平均採用銘柄のうち株式分割が行われていな

い218銘柄についてそれぞれ実験を行った。 

3.1 問題設定 

特定の１株を、売買単位 1株で 2005/3/2-

2006/12/20の 448日間売買ルールに従って売買

し、利益（円）の最大化を目指す。売買ルール

の学習期間として 2005/1/4-2005/3/1までの 40

日間を与える。 

3.2売買ルール 

a) 過去 5日間の始値、終値、高値、安値、出来

高から、当日の買いの仕掛値 BP、売りの仕掛値

SPを予測する。ここでBP＜SPとなるように制約

を課す。 

b) 当日の高値を HP、安値を LP、終値を CPとす

るとき、 

LP<BP<SP<HP ⇒SP-BPを利益とし（予測成功） 

BP<LP<SP<HP ⇒SP-CPを利益に足す(手仕舞い） 

LP<BP<HP<SP ⇒CP-BPを利益に足す(手仕舞い) 

それ以外   ⇒売買しない 

というルールで売買を行った。翌日への株の持

ち越しのないデイトレードである。 

3.3予測アルゴリズム 

予測アルゴリズムにはGPを用いた。GPのパラ

メータは表１のとおり。適合度には 3.1の利益

をそのまま与え、大きいほど良い評価とした。

ただし、学習時に（特に世代の初期で）予測が

HP<BP又は SP<LPとなった日は、(3.3のルール

では売買なしで±０円だが）予測が本来の意図

と外れているため-500円のペナルティを課した。 
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表 1  GPのパラメータ 

 
 

表 2  利率の最大値,最小値,平均値 

  範囲 平均 分散 標準偏差 

MAX(%) 136.7～68.6 103.7 716.1 26.8 

MIN(%) -59.2～-91.9 -73.2 57.3 7.6 

AVE(%) 7.4～3.4 5.59 1.14 1.07 

※平均などは10回の実験の平均 

５ 結果についての考察 

 ランダム関数のシードを変えて 10回実験を行

った。売買最終日の終値に対する総利益を利率

とすると、全銘柄で最大値、最小値、平均値(表

中ではMAX,MIN,AVE)は表2のようになった。 

利益が 100％以上出た株もあり、売買ルールが

上手く行ったときは大きな利益を上げられるこ

とが分かる。最大値や、最小値、個々の成績は

乱数のシードによってばらつきが出たが、利率

の平均値(AVE)はどのシードでもプラスであり分

散も小さく安定しているため、この提案手法は

複数銘柄への分割投資に用いると安定して運用

できることが分かる。 

全てのシードで安定して 50％以上の利益を上

げた成功銘柄４種類の利益推移を図１に示す。

どれも期間を重ねるにつれ着実に利益を増やし

ていっており、おおよそ１次関数的なグラフに

なっている。一方大きな損失を出してしまった

銘柄の利益推移をみると短期間に急激に損失を

出していたことが分かった。その典型的な例の

株価チャートを図２に示す。図２の☆付近が急

激に損失を出した辺りである。これを見ると☆

付近で急激に相場が変化していることがわかる。

そのためこの日の売買と、この日の結果を予測

に用いた 5日間で大きな損失を出してしまった

と推測される。このように GPでは、学習時には

なかったような変化には対応しきれないため、

学習期間を長くとりロバスト性を確保すると同

時に、市況にクリティカルな変化が生じるよう

な場合は限定的に、人間の裁量も取り入れてい

くべきである。 

 

 

 
図 1  成功した４銘柄の利益推移 

 

 
図 2 大きな損失を出した日付近のチャート 

６ おわりに 

 本実験では簡単のため 1株単位で売買したが、

複数株売買が可能になると収益分でさらに株を

買うことで複利が効くため、利率は指数関数的

にさらに大きくなることが期待される。 

 また、利率を、最終日の終値に対する比率で

定義したが、本実験期間では日経平均は大きく

上昇しており、利率が過小評価されている。そ

のため本来はより大きな利率をあげることが可

能であると考えられる。 

なお、1日の約定代金 20万円以下なら手数料

無料となる証券会社が実際に存在することから、

本稿では手数料を考慮せずに実験を行った。し

かし、より現実的なデイトレーディングに向け

て、手数料も考慮に入れて安定して収益を出す

運用をすることが今後の課題である。 
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